























































































































































































































































































































は、式部・兵部省ないしは諸司（諸国（などに常備された官人台帳を指すとみられる。ここでは考帳に「預」かるということが、考課の対象になることを意味して ることがわかる。 【史料３】の考帳についても、式部省において、考課対象者かどうかを確認する官人台帳の役割 果たしていた様子がうかがえよう。そして【史料２】 、および【史料１ｅ】の「外考帳」から、外位の者 ついても考帳記載の対象となっていたことがわかる。これらの史料から、台帳としての考帳は、官人全般についての基礎的な台帳であったとみられる。
とくに雑任などの下級官人任用時には必須の文書であったといえよう。なお、 【史料４】にみえる考帳は、報告書としての考帳を指すと思われるが これについては後述したい。　
さて、 【史料２】 【史料３】では、個々人に関する情報の中身とい



























































































































































































































































































































からうかがうことができる。そして『法曹類林』の引く考解等に関する惟宗公方の勘文では、承平七年（九三七（の備前国児嶋郡 主帳の考解に関して、次のよう 述べ いる。
6【史料⓾】











































































































































































































した。しかし、もしそうならば、 「考帳」と呼ばれる文書 登場するようになる平安時代前期、 なわち、一般官人の勤務評定がほぼ固定化したあとの時期において 考状のような文書が存続する必然性は、実際に考解などが適用され いた郡司ぐらいしか想定しにくい。しかし、すで 掲出したように、 『延喜式』 （ 【史料１】
（の各規
定には、郡司のほかにいくつ の具体的なポスト名が散見する。注意したいのが、それらのポストは、郡司を除くと、すべてトネリなどの雑任と うことであ 。これは、 【史料３】などに関し 指摘したように、考帳が雑任など下級官人の人事上の問題に関して 重要な役割を果たして たことが反映さ ているからでは いだろうか。その点を手がかり 、さきに検討 考解などとは別の側面から、考帳のもつ機能 ついて考えたい。
（
（１）中宮舎人・春宮舎人の任用と解任　



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































治ったと称して「他選」を求めて 。こ た患解などの扱いになってい 者は、弘仁八年格が出て以降、七十二人にものぼってたのである。　
そこで、本格により、実際に病気の者については快癒するごとに

































































めに用い 「帳」 ついてで る。省に 「帳」 は、 「以
レ
理













ては、既述の平安時代におけ 郡司のケースしか確認できない。これらは考課令考郡司条の、郡司 等第が「下々」と ったケースに該当すると考えられる。一般官人の考課が早くから「中上」に固定化する中で、郡司に対し は実質的な考課が行われる場合があった点が注意されよう。もっとも【史料⓾】の実例のように、国司は「下」の評価でも郡司を解任させようとしていたところをみると、解任に視点を置いた考課というべきかもしれない。さきに郡司の解任に関する宝亀十年勅（ 【史料⓫】
（をとりあげたが、これを含め宝









































































































































うに、手続きの省略こそあったが、 「蔭子」 「蔭孫」として出身することで、はじめて課役が免除され、 「考」に預かることに変わりはない。考課が形式化したあとも、 「考」 （得考・預考（ は 人身分の表象として、長らく一定の意味をもちつづけ のである。　
したがって、 「考」に預かる者全体を把握するための二省所管の





























大隅清陽「律令官人制と君臣関係―王権の論理・官人 論理―」 （ 『律
令官制と礼秩序の研究』吉川弘文館、二○一一年、初出は一九九六年
（、







































































































































































































































































































の再編―」 （ 『平安時代の税財政構造と受領』校倉書房、二○ 三年、初出は一九九三年（
。
（㊳（
 
考帳の機能からすれば、 「預
レ考」る者であれば、当然、散位であって
も考帳に載せられる。実際、禄令６応初任官条集解 「或釈云、其遭
レ
喪
解官之徒、周期之内復遷任者、不
レ
在
二
初任之例
一、通
二
計前任日
一
給耳。何
者、為
レ未
レ付
二散位考帳
一故」とみえるように、 「散位考帳」と呼ばれるも
のもあったようである。
（㊴（
 
拙稿「官人代の成立」 （ 『日本歴史』七三八、二○○九年（
。
